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令和２年度岡山県認知症施策関連当初予算要求額について 

 

                       ※（）内は前年度からの増減額 

１ 早期診断等を行う医療機関の整備               26,902 千円（6,634 千円） 

（１）岡山県認知症疾患医療センター事業 

岡山県認知症疾患医療センター運営事業  

地域において認知症に対して進行予防から地域生活の維持まで必要な医

療を提供できる機能体制の構築を図るため、認知症にかかる医療や介護・

福祉との連携に中核的な役割を果たす認知症疾患医療センターを設置する。 

 

２ 医師等の認知症対応力の向上          12,376 千円（▲568 千円） 

（１）認知症サポート医の養成等 

①認知症サポート医の養成 

認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医に助言その他の支援を行い、

専門医療機関や市町村地域包括支援センター等との連携の推進役となる認

知症サポート医を養成する。 

 

②認知症サポート医フォローアップ研修 

   認知症サポート医が、地域における医療と介護が一体となった認知症の

人への支援体制の構築という役割を果たすための研修を実施する。 

 

（２）かかりつけ医認知症対応力向上研修 

高齢者が日頃から受診する診療所等の主治医（かかりつけ医）に対し、

適切な認知症診断の知識・技術や家族からの話や悩みを聞く姿勢を身に付

けるための研修を実施する。（年２回） 

 

（３）病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 

病院に勤務する医師、看護師等の医療従事者に対し、認知症の人や家族

を支えるために必要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性、認知症ケ

アの原則等の知識を身に付けるための研修を実施する。（年４回） 

 

（４）歯科医師認知症対応力向上研修 

高齢者が受診する歯科医師に対し、認知症の人や家族を支えるために必

要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性等の知識を身に付けるための

研修を実施する。（年１回） 

 

（５）薬剤師認知症対応力向上研修 

高齢者が受診した際や受診後等に接する薬局・薬剤師に対し、認知症の

人や家族を支えるために必要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性等

の知識を身に付けるための研修を実施する。（年２回） 

 

（６）看護職員認知症対応力向上研修 

認知症の人と接する機会が多い看護職員に対し、入院から退院までのプ

ロセスに沿った必要な基本知識や、個々の認知症の特徴等に対する実践的

な対応力を身に付けるための研修を実施する。（年１回） 



 

 

３ 認知症ケアに携わる介護人材の育成         7,562 千円（▲21 千円） 

（１）認知症介護実践研修 

高齢者介護実務者に対し、認知症介護に関する実践的な知識及び技術を

身に付けるための研修を実施する。（県が指定した法人が実施） 

 

（２）認知症対応型サービス事業管理者等養成研修 

認知症介護の質の向上を図るため、認知症高齢者グループホームの管理

者や開設者、小規模多機能型居宅介護事業所の計画作成担当者等に対する

研修を実施する。 

 

（３）認知症介護基礎研修 

新任の介護職員等に対し、認知症介護に関する基礎的な知識及び技術を

身に付けるための研修を実施する。 

 

（４）認知症介護指導者養成研修 

認知症介護に関する専門的な知識・技術を有し、認知症介護実践研修を

企画・立案し、講義、演習、実習を担当することができ、また、介護保険

施設・事業者等における介護の質の改善について指導できる認知症介護指

導者を養成する。また、そのフォローアップ研修を実施する。 

 

４ 家族支援・啓発                  13,868 千円（426 千円） 

（１）認知症サポーター等の養成 

市町村における認知症サポーターの養成を支援するため、認知症サポー

ター養成講座で講師を務めるキャラバン・メイトを養成する。 

また、市町村と協働して、認知症について正しく理解し、認知症の人や

その家族を温かく見守る認知症サポーターを養成する講座を開催する。 

 

（２）認知症高齢者・家族交流会の開催 

認知症サポート医等の認知症理解についての講演、介護の体験談の発表、

グループワーク等を通じて、介護経験者と介護に不安を持つ介護家族及び

認知症高齢者本人等の交流会を実施する。 

 

（３）認知症コールセンターの運営 

認知症の人やその家族が悩みやストレスを抱え込んでしまうことがない

よう、岡山市と共同で社会福祉士や介護支援専門員等の専門職が対応する

「おかやま認知症コールセンター」を設置する。 

 

（４）本人ミーティングの開催【R1 新規】 

   県下の認知症当事者が集まり、自分の体験や必要としていること、希望

について、主体的に語る会を開催する。 

 

（５）ＶＲシステムによる認知症の普及啓発      

座学だけでは実感が湧かない認知症の症状等についての理解を深めるた

め、施設等の介護従事者や認知症サポーター養成講座受講者等を対象にＶＲ

（仮想現実）機材を用いた擬似体験を含む研修等を実施する。 



 

 

 

５ 地域支援体制の構築               10,801 千円（2,046 千円） 

（１）岡山県認知症対策連携会議の設置 

行政と医療・介護・福祉等の関係者が連携し、県内における総合的な認

知症対策を円滑に推進するための検討を行う組織として設置する。 

 

（２）市町村認知症事業連絡会の開催 

認知症の人やその家族を地域で支える体制づくりを推進するため、県外

の先進事例を普及するための研修を実施するなど、市町村が効果的に事業

を進めることができるよう支援する。 

 

（３）認知症初期集中支援チーム員研修事業 

認知症初期集中支援チームのチーム員等がその活動に必要な知識・技術

を身に付けるための研修の受講を支援することにより、各市町村における

支援チームの配置を推進するとともに、支援チームの質の確保・向上を図

る。 

 

（４）認知症地域支援推進員研修事業 

認知症地域支援推進員等がその活動に必要な知識・技術を身に付けるた

めの研修の受講を支援することにより、各市町村における推進員の配置を

推進するとともに、推進員の質の確保・向上を図る。   

    

（５）チームオレンジ人材育成事業【R2 新規】 

   認知症サポーターを中心としたボランティアチーム（チームオレンジ）

をつくり、見守りや外出支援など、認知症の人やその家族のニーズに合っ

たきめ細かな支援を行う体制を整備する市町村を支援するため、市町村が

配置するチームオレンジのコーディネーターやメンバー等に対して、活動

に必要な知識・技術を身に付けるための研修を実施する。 

 

（６）認知症ケアに係る医療連携体制整備事業 

認知症ケアパスや認知症地域連携パス等の作成やその運用体制の構築に

係る経費、認知症ケアパス等を周知・普及させるための研修会の実施に係

る経費を補助する。 

 

６ 若年性認知症の人への支援                8,345 千円（78 千円） 

（１）若年性認知症支援コーディネーター配置事業 

若年性認知症の人や家族に対し、相談から医療・福祉・就労にわたる総

合的な支援を実施するため、医療、介護、福祉、雇用等の関係機関のつな

ぎ役となる「若年性認知症支援コーディネーター」を配置する。 

 

（２）若年性認知症の人と家族の集いの開催 

若年性認知症の人や家族の孤立感や不安感の軽減を図るため、本人や家

族の交流会を開催する。 




